
主要
施策

重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者の評価

「確かな学力」の育
成

①授業改善
②誰一人取り残さな
い取組
③学校・家庭・地域
の連携

・基礎的,基本的な知識・技
能を習得する。
・授業力の向上と授業の
改善をめざした校内研究
会を実施する。
・思考力,判断力,表現力を
育てる授業を展開する。
・読書活動を充実させ、語
彙力の向上を図る。

・業間休みに図書室を開放したり,各学年・クラ
スの常備図書を増やしたりする等,図書環境を
充実させる。
・各教科で言語力を高めるために,記述・説明
する活動を充実させる。
・根拠を基に考え、他者と交流しながら考えを
深める学習をしていく。
・授業のめあてを設定し、授業のふりかえりを
書く習慣をつける。
・ノートや学習カードの活用。
・学力向上プランの作成。
・教育のユニバーサルデザイン化を図る。
・5.6年で教科担任制による授業を実施する。
・国語学習を朝のチャレンジタイムとして実施
する。
・朝学習の時間に読書や本の読みきかせ、漢
字学習を取り入れる。
・理科で学ぶ問題解決的な学習を他教科にも
広げていく。　（自分の考えを持つための問題
解決学習のあり方）

・年間を通じて,事前研究会,事後研
究会をそれぞれ６回実施する。
・教師全員が一授業を校内で公開
する。
・児童生徒アンケートにおいて、「授
業はわかりやすく楽しい。」と回答し
た割合が90％以上になる。
・児童生徒アンケートにおいて,「先
生は,教え方にいろいろと工夫をし
ている。」と回答する児童が９０％
以上になる。
・実験前に予想・仮説を立てさせ,観
察・実験の,結果を整理し,考察する
活動を大切にする。（ノートや学習
カードの活用）
・各教科で言語活動を学習活動に
取り入れる。
・自主学習を利用して予習復習の
習慣をつける。
・自主学習において、自分が興味
を持って取り組んできたがんばりを
認め、評価する。
・授業の中に、実物に触れたり身の
回りのものを取り入れたりする。
・低学年30分、中学年６０分、高学
年９０分の家庭学習の目標時間を
達成する。

A

・本の貸出冊数を２冊から３冊に増やすこと
で月々の読書冊数は増加した。
・教科担任制により、教材研究にかける時間
を確保し、授業の質を向上させることができ
た。
・各種研修会について職員の73％が授業に
生かせていると評価した。
・児童アンケート結果から「授業はわかりや
すい」と回答した割合が９０％で、目標を達成
できた。「先生は、教え方にいろいろ工夫して
いる」と回答した割合については９６％で、目
標を達成できた。
・保護者は「先生は基礎的な学力（読み・書
き・計算等）をつけるように努めている」という
設問に96％が肯定的に評価している。
・学習習慣や生活習慣が確立されていない
児童が一部見受けられ、学力差となって表
れている。
・見たことや考えたことを文章にすることや、
話し合いなど言語活動を各教科に取り入れ
ていくことができた。
・授業の見通しを示したり、視覚による教材
提示をおこなうなど、授業においてユニバー
サルデザイン化を進めた。
・全国学力・学習状況調査より、問われてい
る内容に即して解答したり、根気強く最後ま
で取り組むのが難しい児童が見受けられた。
・理科では、問題解決学習を重視して取り組
んだ結果、進んで課題解決の方法を考えた
り、意欲的に学んだりする姿が見られるよう
になってきた。
・保護者と連携し、家庭学習で繰り返し反復
させたことで、教科の基礎的な内容の理解
が定着し、できる・わかるが次なる意欲につ
ながっている。
・家庭での学習時間は、子どもにより個人差
が大きく、宿題の出し方や評価の仕方を工
夫し改善する必要がある。

・チャレンジタイムは、内容を限定せずに、弾
力的に運用できる時間とすることが望まし
い。引き続き、週３回朝のチャレンジタイムを
行う。短い時間で確実に行うことができるよう
な教材を工夫する。
・R6年度の市内指定研究発表会に向けて、
学校全体での協働体制を工夫し、本校の課
題に即したテーマを設定し、さらに授業改善
の意識を高める。
・算数では、引き続き具体物を使って、理解
を深め、問題の練習量を増やして、学習理解
の定着や抽象的な思考力の向上を図る。ま
た、３・４年の中学年の算数の基礎的な内容
を着実に理解させることで、高学年につなげ
ていく。
・家庭の状況に合わせた家庭学習の定着に
向けて宿題の出し方、保護者への働きかけ
を工夫していく。
・引き続き図書館の利用を促すようなイベン
トや図書の紹介をしていく。
・朝学習に読書タイムを取り入れたり、ボラン
ティアによる読み聞かせを行ったりする。
・学習指導要領でめざす「主体的、対話的で
深い学び」に向けて、各教科の学習内容で、
学びの履歴や児童の実態を的確に把握する
とともに、それに即した具体的な指導計画
（教材・教具、発問、学習形態等）をしっかり
と立案して授業に臨む。
・授業の初めに目標を明確化し、それに対応
した振り返りを行う。
・学習マップを作成することにより、子どもも
教師も既習事項（他教科、これまでの学年含
む）を活かして思考を深めるとともに、見通し
をもって学習を進められるようにする。
・今年度学力学習状況調査から明らかに
なった課題をもとに、授業の中で根拠をもと
に相手に伝わるように表現する力の向上に
向けて、作成した学力向上プランを実践して
いく。

　
・授業改善において誰一人取り残さな
い取り組みは評価出来るが、今後具体
的な内容を提示する必要がある。
・学力向上には各家庭での協力が必要
であるが、家庭学習が充実出来るよう
に各家庭の状況に応じた配慮をお願い
したい。
・授業の様子を見る限り、よい環境で授
業が行われていると感じる。
・読書活動は充実していると思う。
・日々のノートや読書感想文など、書き
方の指導を行い、自己表現する力をつ
けてほしい。
・長期休みを含め、宿題の量や質が適
切なのか、家庭学習が定着しているの
かの検証は必要である。
・図書イベントを引き続き行っていただ
きたい。
・カリキュラム表も６年間を見通し、分か
りやすくなれば良いと思う。
・九九道場など、地域連携も進めながら
学力差・個人差を小さくする取り組みも
考えていけたら良いと思います。

新しい時代に対応
した教育の推進

①情報活用能力の
育成
②英語教育の充実
③デジタル化の促進

・高度情報通信社会を築
いていく子どもたちに、主
体的に生きていく力を育
む。
・情報研修会などを通し
て、情報コミュニケーション
技術に対する職員の技能
向上に努めると共に、
本校の情報管理ならびに
システムの合理化をすす
めていく。
・電子黒板・書画カメラ・タ
ブレット端末などのICT機
器の活用をすすめる。

・タブレットの活用を進める。
・スクールタクト、ミライシード等のアプリを、学
習のねらいに即して活用する。
・体育で自分の動きを動画で確認したり、改善
点を記録したりして効果的にタブレットを活用
する。

・授業の中でICTを活用することが
できたと答える職員が90％を超え
る。
・欠席連絡や学級閉鎖でも、タブ
レットを用いてスクールタクトや
zoomを利用する。

B

・授業の中でICTを活用することができ
たと答えた職員が９5パーセントとなっ
た。また、欠席児童や、学級閉鎖などの
際にもタブレットを学習に活用できた。
・スクールタクト、ドリルパーク、zoom、
学年に応じたアプリ等、各学年でタブ
レットの使用頻度が上がった。

・授業の中での効果的なＩＣＴの活用法
（オンラインを含む）を、職員間で研修す
ることで、活用へのさらなる意識を高め
る。さらに、多くの職員が活用できるよう
にするための研修を行う。
・家庭学習プリント配信システム(スクー
ルタクト)や、ドリルパークの利用を進め
る。

・学校に登校出来ないときの家庭でのタ
ブレット利用は効果的だと思う。
・機器の老朽化も考えられるので、全児
童がよい環境で学習が進められるよう
にしていただきたい。
・この１年間のデジタル化の進捗状況を
伝えていただきたい。
・時代の流れにあった職員研修を行っ
ていただきたい。
・タブレットの活用を、調べ学習やプレ
ゼンなどの主体的な学びにつなげてほ
しい。
・行事案内など、全体的にペーパレス化
が進んだことは良かった。

「豊かな心」の育成

①道徳教育の推進
②いじめ等の未然防
止、早期発見、早期
対応に向けての組織
的な取組の推進
③不登校の児童生
徒やその保護者へ
の支援体制の充実
④体験活動等の実
施

・いじめの未然防止、早期
発見、早期対応に取り組
む。
・不登校児童数を減少させ
る。
・命を大切にする児童を育
てる。

・授業で実際に経験したりふれあったりする機
会を増やして意欲的な学びにつなげる。
・いじめアンケートを実施し、実態に応じた対
応をしていく。
・欠席がちな児童には,家庭訪問を行うととも
に,保健室登校等、児童の負担にならないよう
な登校を選択していく。
・毎月生徒指導研修会（いじめ等）を持つ。
・全校あげて命の教育を推進する。
・毎月の職員会で各クラスの子どもについて
の報告を行い、共通理解を図る。
・児童がネットモラルを身につけられるような
学習をして、ネットによるいじめ被害や嫌がら
せを防いでいく。

・いじめアンケートの結果や教職員
がいじめと認識した事案について、
早期発見、早期解決をする。
・年1回スクールカウンセラーと全職
員で生徒指導研修会を持つ。
・不登校児童数の目標を0人とす
る。

・児童アンケートにおいて、「自分を
大切にすることや、他の人への思
いやりについて教えてもらってい
る」と回答した割合が８５％以上に
なる。
・外部の講師を招いて児童への
ネットモラルの授業を行う。

B

・生徒指導部会を毎月行うとともに、問
題行動報告会を、月1回、職員会議前
に行い、共通理解した。
・欠席が３０日を超える児童は19人だっ
た。登校支援の職員や関係機関との連
携を密にしたり、ケース会議によりアプ
ローチを工夫するなどの方策が必要で
ある。
・児童アンケートにおいて、「自分を大切
にすることや、他の人への思いやりにつ
いて教えてもらっている」と回答した割
合が98％になり、目標を達成できた。
・講師を招いて高学年児童を対象に
ネットモラルの授業を行った。

・有岡小学校いじめ防止等のための基
本方針に基づいて、組織として取り組ん
でいく。
・欠席がちな児童には、家庭訪問や電
話連絡等で保護者と密に連絡をとり、
職員間で情報を共有して、複数の職員
で対応するなど、組織的な協力体制を
さらに強化する。また、関係機関と随時
連携を行う。
・不登校児童へのリモート授業などの方
策を探る。

・いじめ、不登校は、デリケート問題で
あるが、児童に１番よい対応をお願いし
たい。
・教職員が、不登校０人を目指して取り
組みを進めていくことに期待します。
・欠席しがちな児童のフォローにもICT
活用が有効的と思われるので、方策を
探ってほしい。
・対処方法のみでなく、未然防止に努
め、関係機関との連携をもっと進めてい
ただきたい。
・豊かな心を持った児童の育成には、
日々の生活での積み上げが必要だと考
えます。

「健やかな体」の育
成

①児童生徒の体力
向上の促進
②魅力ある部活動の
推進
③発達段階に応じた
健全な食育の推進

・自ら進んで体力を向上さ
せようとする児童を育て
る。

・冬場の縄跳び運動や,外遊びを奨励する。
・ボール投げ、サーキットトレーニング、持久走
を可能な範囲で体育の時間に取り入れる。
・スポーツの楽しさを体感させる。
・放課後運動場を開放し,　体力向上をめざ
す。
・スポーツ２１等地域の体育的行事に参加す
るよう呼びかける。
・各クラスにドッジボールやスポンジボール、
大縄を配布する。
・自分の動きを動画を見て確認したり、改善点
を記録したりして効果的にタブレットを活用す
る。

・年間を通じて,児童主催の委員会
を中心とした全校ドッジボール大会
等をとり入れる。
・大繩大会を行う。
・体育の時間にサーキットトレーニ
ングを取り入れる。
・タブレットを体育の授業にも取り入
れる。

B

・遊具遊びを体育の準備運動や体育のカリ
キュラムに組み入れた。、また、子どもたち
がスポーツテストにおいて力を充分に発揮で
きるよう、市教委と連携し、スポーツテストの
ねらいや、やり方を教員が熟知するととも
に、冒険教育の遊具や校庭の遊具の老朽化
による危険を防ぐ対策も必要である。
・児童主催の委員会を中心とした、ドッジボー
ル大会、けいどろ大会を行ったりして、ス
ポーツの楽しさや体力の向上につながった。
・大繩大会を開催することができた。
・業間休みや昼休みなど、各クラスに配布さ
れたボールを使ったり遊具を使ったりして遊
ぶ児童が増えた。
・体育のがんばりカードを活用し、休み時間
にも運動する児童がみられた。
・体育の時間に持久走を取り入れることが増
えた。
・体育の時間にもタブレットを活用する場面
が増えつつある。体育の授業研究において
も学びの蓄積に役立てることができた。

・サーキットトレーニング、持久走等のさ
らなるプログラム開発をすることで、児
童にとって楽しく、魅力あるものにし、目
標を持って自ら進んで体力を向上させ
ようとする児童を育てていく。
・遊具の補修改善を進める。
・児童主催の委員会活動で、楽しんで
体を動かす活動や行事を業間休みに
組み込んでいく。
・体力向上を目指したプランを立て、学
校全体で取り組む。
・体育の授業において、より効果的なタ
ブレットの活用方法を考えていく。

・外で体を動かす機会を増やし、楽しく
運動が出来る児童主催のスポーツ大会
等を続けていただきたい。
・スポーツテストでは、児童の力が十分
に発揮出来るようにお願いしたい。
・保護者や地域などを巻き込んで、ドッ
ジボール大会などはできないのでしょう
か。
・業間休みなど、自ら進んで体力向上さ
せるような取り組みをこれからも進めて
いただきたい。
・誰もが楽しんで身体を動かすために一
人一人に応じた工夫を今後も続けてく
ださい。
・食育について、「自分の健康は自分で
守る」を小学校時代から伝えていくこと
が大切だと思います。

・自分の将来を見据え、自
ら学び続ける心豊かな児
童を育てる。

・キャリパスポートを実施し、保護者にコメント
記入を依頼する。
・生活科や社会科、総合的な学習の時間の授
業を中心に、職業や将来の自分について考え
る機会を増やす。

・保護者アンケートの「学校に、子
どものことについて相談できる。」
の項目で90％以上を達成する。

B

・キャリアパスポートを実施することによ
り、キャリア学習への意識づけや保護
者への啓発につながった。
・保護者アンケートの「学校に、子どもの
ことについて相談できる。」の項目で、
90％が肯定的に評価している。

・保護者がより学校への相談がしやすく
なるような体制作りに取り組む。

・子どもたちには、今が将来につながる
大切な時期だと、様々な活動を通して
理解させることが必要だと思う。
・保護者の相談窓口としてネットの活用
をしてはどうか。
・保護者だけでなく、子どもが相談でき
る場が学校外にあれば良い。
・児童や保護者のために、キャリアパス
ポートを上手く活用してほしい。

　・特別支援学級に在籍す
る児童や各学級の配慮を
要する児童についての理
解を深め、励まし合い、助
け合って、ともに伸びようと
する人間性豊かな児童を
育てる。
・一人ひとりの教育的ニー
ズに応じた適切な指導を
探る取り組みを進める。
・特別な教育的支援を必
要とする児童に対応する
ための支援体制を作って
いく。

・月1回の特別支援部会と6年生の進路（６月）
と転籍に関わる教育支援委員会の実施。
・特別な支援を要する児童の特性理解と支援
方法の理解のための研修を行う。
・校内特別支援研修会を行う。
・外部講師を招き、インクルーシブ教育、合理
的配慮について理解を深める研修会を実施
する。
・特別支援学級の支援体制の再構築のため、
学校園コンサルテーションを活用する。

・職員アンケートにおいて、「特別支
援部会等は、効果的に機能し、そ
の推進を図っている」と90％以上が
回答する。

B

・児童一人ひとりに合った指導をするよ
うに心がけた。
・交流担任・保護者・たんぽぽ担任との
連携、情報共有に努めた。
・職員アンケートにおいて、「特別支援
部会等は、効果的に機能し、その推進
を図っている」と８３％が回答し、目標を
下回った。

・部会や研修を通じて、校内における特
別支援の必要な児童の共通理解を一
層深めていく。
・児童に対し、適切な合理的配慮を行う
ための研修会を実施していく。
・巡回相談、学校コンサルテーションを
積極的に活用していく。

・保護者が相談できる環境整備をお願
いしたい。
・子どもたちの生活の様子や行動特性
など、先生方で共通理解を随時深めて
いただきたい。
・伊丹市PTA連合会では、特別支援学
校との交流会を年１回行っています。そ
ういった場の活用をしてはどうか。
・教師と保護者との連携強化をお願いし
たい。
・学校と家庭、福祉が連携する「トライア
ングル」プロジェクトを推進していただき
たい。

・夏期研修を行う。
・校内自主研修を行い、授
業や学級経営力を高め
る。
・

・一人一授業を校内で公開し、授業力の向上
に役立てる。
・学年ごとに教科横断的視点を取り入れた授
業研究をする。講師の先生に指導助言を受
け,研究を深め、発表する。
・教職員同士で授業や学級経営について学び
合う、ありんこcaféを実施する。

・職員アンケートにおいて「研修や
研究が授業に生かせている」と回
答が90％以上になる。

B

・職員アンケートにおいて「研修や研究
が授業に生かせている」と回答が73％
にとどまった。

・業務改善に取り組んで子どもと向き合
う時間及び教材研究の時間を確保する
とともに、児童が学習に取り組もうとす
る学級づくりを目指した自主研修会を
行っていく。

・子どもたちの学力向上をはじめ、教員
の資質向上のために、現状に即した研
修会の実施をお願いしたい。
・教職員・児童・保護者とのコミュニケー
ションを大切にし、引き続き信頼関係を
構築してほしい。

・学校便り、ホームページ
等学校から情報を発信す
る。
・授業公開や参観日、オー
プンスクール等を行う。

・PTAの学力向上委員会と連携し,　放課後,児
童の学びの場や土曜学習を推進する。
・学校運営協議会を窓口とし、学校と保護者、
地域が一体となって児童を育てる。
・教育課程に位置づけて、地域の人材を活用
して授業を行っていく。
・有岡小学校区まちづくり協議会と連携する。
・あいさつ、言葉づかい、服装、時間を守るこ
となどのマナーや生活のきまりを、地域や保
護者とともに取り組む。
・学校だよりを月１回以上発行し　学校の情報
を保護者に発信する。
・,学校ホームページを週1回以上更新し,学校
の情報を発信する。
・学校評価を学校改善に活かす。
・参観日やオープンスクールを増やしていく。

・水曜広場を月１回以上開催する。
土曜学習を月に1回以上開催す
る。
・学校だよりを月1回以上発行す
る。
・自校のホームページを週1回以上
更新する。
・保護者アンケートにおいて、「学校
は、学習の場として子どもが活動し
やすい環境が整っている」と回答し
た割合が9０％以上になる。
・保護者アンケートにおいて、「学校
は保護者の願いに応えている」と
回答した保護者の割合が9０％以
上となる。
・PTAと連携し、土曜学習を月1回
以上開催する。

A

・学校便りについては、月１回以上発行した。
ホームページを週３回以上更新し、学校生活
の様子を保護者に発信するとともに、PTAか
らの情報を発信したり、グーグルクラスルー
ムの使い方について発信した。
・参観日やオープンスクールを、コロナ禍以
前のように、月一回行うことができた。
・保護者アンケートにおいて、「学校は学習の
場として子どもが活動しやすい環境が整って
いる」と回答した割合が92％になり、目標を
上回った。
・保護者アンケートにおいて、「学校は保護者
の願いに応えている」と回答した割合が93％
になり、目標を上回った。
・土曜学習を１０回実施し、また漢字検定は
今年度２回実施し、多くの児童が受検した。
・登下校の安全指導や生活規律、あいさつな
どについて、地域や保護者等協力を得ること
ができた。

・水曜広場や土曜学習の人材と時間を
確保し、基礎学力の定着のため内容の
充実を図る。
・学校便りに月の行事をよりくわしく掲
載する。
・自校のホームページを定期的に更新
するために、児童の活動の様子をその
都度記録し、保存しておく。
・学校運営協議会と連携し、教育活動
や環境整備に地域人材の積極的な活
用を行う。
・指導計画をホームページに掲載する
など、学校の教育活動を広く地域に発
信し、教育活動への理解と参画が得ら
れるようにする。

・外部人材の積極的な活用をお願いし
ます。ただし、依頼事項については、双
方の思いの行き違いが生じることがあ
るので、進め方をルール化する必要が
あると思います。
・人材依頼の時の「報連相」の徹底をお
願いしたい。
・学校運営協議会や地域にうまく発信で
きるツールの確立が必要ではないか。
・地域として協力したいが、学校の行っ
ている事が分かりずらい。情報発信の
必要性を感じる。
・地域の方との交流がもっと必要である
と感じる。
・学年だよりをはじめ、情報の可視化を
していただきたい。

・全校児童が、健康で安全
な学校生活を送るために
必要な環境整備を行う。
・児童一人ひとりが、様々
な危険から身を守り、安全
な行動がとれる能力と態
度を身につけさせる。
・年間を見通して、行事の
精選を行いスムーズな行
事計画をたてる。

・業務改善に取り組み、放課後の教材研究の
時間を増やす。
・会議の開始終了時刻を設定し、スムーズに
進行し、勤務時間内に会議を終わらせる。

・職員アンケートにおいて、「業務改
善の取り組みが良かった」という回
答が90％以上になる。
・

B

・職員アンケートにおいて、「業務改善
の取り組みが良かった」という回答は
78％だった。
・時間設定を行っているが、長引いてし
まうことがあった。
・のびるちからの所見記述部を、来年度
から３学期のみに変更する。

・会議では資料を事前配布し、部会で
は協議事項だけ話し合うようにして、時
間短縮を目指す。
・業務改善に取り組んで子どもと向き合
う時間及び教材研究の時間を確保する
とともに、児童が学習に取り組もうとす
る学級づくりを目指した自主研修会を
行っていく。

・下校時のマナーの悪さが目につく。学
校、家庭での注意喚起が必要。
・業務改善はよい取り組みであるが、職
員の士気を高めることも考えるべきであ
る。
・子どもたちの放課後の遊び場がない
状態である。公園ではボール遊びは禁
止となっている。校庭の開放など子ども
たちが安全・安心して遊べる場の提供
を検討いただきたい。

安全・安心な教育環境の
充実

①学校園防犯訓練・防災教
育の充実
②子どもの安全対策の推進
③交通安全対策の推進
④学校園施設の整備・維持
保全
⑤学校における働き方改革
の推進

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
学力向上については、校内研究を中心に「意欲向上」をテーマに教師の授業改善と授業力向上をめざし、子どもたちに「わかる授業」を提供できるための研修会を行っている。ベテラン教員の退職や異動等により本
校においても、若手教員が増加しているため、喫緊の課題として、学級経営の仕方や校務分掌の継承があげられる。今後、効果的な人材育成システムの構築が必要である。全国学力・学習状況調査の結果から、本
校の課題の１つである「自己肯定感」について、地域とともに、子どもたちが活躍できる場を創出し、実体験をもとに「自己肯定感」を高めることが出来る環境づくりが必要だと感じている。新型コロナウイルス感染症が
２類から５類に移行したことにより、学校行事や学校運営がスムーズに行われるようになってきた。地域とともに子どもたちを育てる視点を取り入れた取り組みを進めていきたい。学校運営協議会との連携について
は、今年度重点的に取り組んできたが、来年度は教職員とさらに連携を強め、「チーム有岡」の一員としての活躍の場を設けていきたい。

・学力の向上・豊かな心の育成・健康で安全な生活作り・教職員の業務改善（子どもと向き合う時間の確保）・学校運営協議会の充実 

施策目標
基本施策

令和５年度(2023年度)　学校評価総括表  　　　　【伊丹市立有岡学校】                                                                                               

学校関係者評価総括
・学校、地域、保護者との関わりを多く持つ取り組みを進めていただきたい。
・多くの児童が楽しく積極的に授業に参加できているよい学習環境だと感じている。さらに、地域人材などを活用ができればより魅力ある学校になると感じる。
・人とのコミュニケーションは、お互いの意思疎通をスムーズにすることが大切である。基本的な「あいさつ」が円滑にまた活発に出来るようになると良い結果につながると思う。
・反省をもとに工夫された行事等が子どもの成長や保護者の信頼につながっている。来年度に向けて新たに気づかれた改善策を進めていただきたい。
・保護者アンケートの結果は数字的には評価に値する。しかし、100％を目標に、できるだけ近づけるように取り組んでほしい。

重点目標

教育目標 心身ともに　たくましく　感性豊かに　主体的に行動できる子
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教職員の資質向上

①研修等の充実

教育相談・支援体制の充
実

①キャリア教育の推進
②スクールカウンセラー・ス
クールソーシャルワーカー
の活用
③教育相談の充実

特別支援教育の推進

①伊丹特別支援学校の活
性化
②特別支援教育の充実

学校を支える組織体制の
整備

①コミュニティ・スクールの
充実
②地域と学校の連携・協働
体制の構築


